
信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
な
ぜ
必
要
か

│
│
政
府
と
市
民
の
視
点
か
ら
│
│

大

山

耕

輔

Ⅰ

問
題
の
設
定

Ⅱ

先
行
研
究

Ⅲ

政
治
信
頼
の
分
析
枠
組
み

Ⅳ

日
本
の
政
府
不
信
の
特
徴

Ⅴ

政
府
不
信
の
要
因

Ⅵ

信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
・
向
上
さ
せ
る
若
干
の
方
策

Ⅰ

問
題
の
設
定

本
稿
の
目
的
は
、
政
府
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
必
要
な
理
由
に
つ
い
て
、
政
府
と
市
民
の
視
点
の
違
い
を
考
察

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
具
体
的
に
考
察
す
る
問
題
と
し
て
は
、
信
頼
と
は
何
か
、
信
頼
性
や
安
心
と
ど

う
異
な
る
の
か
、
市
民
は
政
府
を
信
頼
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
信
頼
し
な
く
な
っ
た
の
は
ど
ん
な
市
民
か
、
な
ぜ
彼
ら
は
政
府
を
信

信頼とガバナンスはなぜ必要か
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頼
し
な
く
な
っ
た
の
か
、
市
民
と
政
府
に
と
っ
て
の
信
頼
（
性
）
と
安
心
の
利
益
と
は
何
か
、
非
効
率
を
生
ま
な
い
安
心
提
供
手
段

は
可
能
か
、
と
い
っ
た
よ
う
な
諸
問
題
で
あ
る
。

上
記
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
ま
ず
、
問
題
を
設
定
し
て
先
行
研
究
に
当
た
る
こ
と
に
よ
り
、
政
治
信
頼
の
分
析
枠
組
み
を

構
築
す
る
。
次
に
、
日
本
の
政
府
不
信
の
特
徴
に
つ
い
て
、
主
に
、
世
界
価
値
観
調
査
（W

orld
V
alu

es
S
u
rv

e
y

）
の
デ
ー
タ
を
用

い
て
検
討
す
る
。
そ
し
て
、
日
本
の
政
府
不
信
の
要
因
に
は
、
政
府
と
市
民
の
二
つ
の
視
点
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
考
え
ら
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
、
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
と
参
加
民
主
主
義
論
、
性
善
説
的
政
府
観
と
性
悪
説
的
政
府
観
、
信
頼
と
安
心
、
効
率
と
ガ
バ
ナ

ン
ス
等
が
対
応
し
て
い
る
こ
と
を
示
す
。
最
後
に
、
信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
・
向
上
さ
せ
る
た
め
の
若
干
の
具
体
策
に
つ
い
て

提
言
し
た
い
。

Ⅱ

先
行
研
究

政
府
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
に
つ
い
て
の
研
究
に
は
、
大
き
く
分
け
て
二
種
類
あ
る
。
一
つ
は
、
政
府
を
信
頼
し
た
り
し
な
か
っ

た
り
す
る
市
民
の
側
か
ら
の
研
究
で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
た
り
さ
れ
な
か
っ
た
り
す
る
政
府
の
側
か
ら
の
研

究
で
あ
る
。
前
者
は
政
治
学
や
社
会
心
理
学
等
の
研
究
が
代
表
的
で
、
後
者
は
行
政
学
等
の
研
究
が
代
表
的
で
あ
る
。

ま
ず
、
政
治
学
に
よ
る
政
府
信
頼
の
研
究
で
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
ケ
ネ
デ
ィ
ス
ク
ー
ル
の

21
世
紀
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
・
ビ
ジ
ョ

ン

研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
有
名
で
あ
ろ
う
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
米
国
を
中
心
と
し
て
先
進
諸
国
の
政
府
不
信
を
比
較
検
討

し
、
政
府
不
信
の
要
因
を
、
主
に
市
民
の
側
か
ら
検
討
し
て
い
る
。
と
く
に
日
本
の
政
府
不
信
に
つ
い
て
は
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
政
治

学
部
教
授
の
ス
ー
ザ
ン
・
フ
ァ
ー
が
、
政
府
不
信
を
募
ら
せ
た
市
民
層
の
特
定
や
不
祥
事
を
報
道
し
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
と
い

っ
た
視
点
か
ら
考
察
し
て
い
る
（
フ
ァ
ー
、
二
〇
〇
二
‥P

h
arr20

00

）。
も
ち
ろ
ん
政
府
の
側
か
ら
考
察
し
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
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の
参
加
者
も
い
る
が
、
全
体
と
し
て
、

批
判
す
る
よ
う
に
な
っ
た
市
民

と
い
う
要
因
を
強
調
す
る
参
加
者
が
多
い
（
た
と
え
ば

D
alto

n2
0
0
5,

20
0
0,

1
99
9;

N
e
w
to
n&

N
orris20

0
0;

N
orris20

0
0,

1
9
99

）。

ま
た
、
そ
も
そ
も
信
頼
の
研
究
は
、
政
治
学
よ
り
も
社
会
心
理
学
の
研
究
者
が
行
っ
て
き
た
領
域
で
あ
る
。
社
会
心
理
学
者
に
よ

る
信
頼
の
研
究
は
、
個
人
間
の
信
頼
を
扱
っ
て
い
る
こ
と
が
多
く
、
個
人
間
の
信
頼
が
所
属
す
る
集
団
・
組
織
や
国
に
よ
っ
て
異
な

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
山
岸
、
一
九
九
八
）。
山
岸
（
二
〇
〇
六
）
は
、
市
民
と
政
府
の
関
係
は
、
政
府
を
信
頼
し
て
よ
い

か
ど
う
か
の
情
報
が
市
民
に
は
不
十
分
な
た
め
に
、
通
常
の
個
人
間
の
信
頼
関
係
と
は
異
な
り
、
安
心
の
関
係
で
あ
る
べ
き
と
主
張

す
る
。
信
頼
と
安
心
を
区
別
し
た
山
岸
の
指
摘
は
重
要
で
あ
り
、
本
稿
も
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
に
よ
る
安
心
の
確
保
を
重
視
し
て
い
る
。

政
府
の
側
か
ら
考
察
し
て
い
る
信
頼
研
究
に
は
、V

a
n
d
e

W
alle(2008,

2006,
2004)

、Va
n
d
e

W
alle

&
B
o
u
c
k‑

aert(2007)

、Va
n
d
e
W
alle

et
al(2008)

や
田
中
・
岡
田
（
二
〇
〇
六
）
等
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
研
究
は
、
政
府
へ
の
信
頼
低
下

の
要
因
が
、
政
府
の
業
績
低
下
や
不
祥
事
の
増
大
等
政
府
の
側
に
あ
る
と
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
政
府
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

を
評
価
す
る
の
は
市
民
で
あ
る
た
め
、
市
民
側
の
要
因
も
同
時
に
検
討
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

先
行
研
究
の
簡
単
な
調
査
か
ら
明
ら
か
に
な
っ
た
こ
と
は
、
政
府
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
や
不
信
と
い
っ
た
問
題
に
は
、
市
民
と

政
府
の
二
つ
の
視
点
を
明
確
に
区
別
す
る
と
と
も
に
、
こ
の
両
者
の
視
点
が
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
が
重
要
で
あ
る
点
で
あ
る
。
本
稿
も
こ
の
点
に
留
意
し
な
が
ら
以
下
の
考
察
を
進
め
た
い
と
思
う
。

Ⅲ

政
治
信
頼
の
分
析
枠
組
み

ま
ず
、
本
稿
で
い
う
信
頼
を
定
義
し
て
お
こ
う
。
信
頼
と
は
、
相
手
に
対
す
る
自
分
の
期
待
に
、
相
手
が
応
え
て
く
れ
る
と
評
価

す
る
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
信
頼
と
は
、
意
図
と
能
力
に
つ
い
て
の
相
手
の
信
頼
性
に
対
す
る
評
価
で
あ
る
。
し
た
が
っ

信頼とガバナンスはなぜ必要か
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て
、
単
純
に
い
え
ば
、
信
頼
と
は
、
相
手
の
業
績
を
自
分
の
期
待
で

割
っ
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
が
相
手
の
信
頼
性
評
価
と
な
る
。
こ
こ

で
、
信
頼
性
と
は
、
信
頼
さ
れ
る
側
の
特
性
で
、
信
頼
に
値
す
る
行

動
を
と
る
可
能
性
の
こ
と
で
あ
る
。
い
い
か
え
る
と
、
応
答
の
意
思

と
能
力
の
こ
と
で
あ
る
。
信
頼
は
信
頼
す
る
側
の
特
性
で
、
信
頼
性

の
単
な
る
反
映
で
は
な
く
、
人
に
よ
っ
て
評
価
は
異
な
る
も
の
で
あ

る
。
ま
た
、
安
心
と
い
う
の
は
、
誘
因
に
よ
っ
て
裏
切
ら
な
い
こ
と

が
確
実
な
こ
と
を
意
味
す
る
。

次
に
、
信
頼
の
レ
ベ
ル
に
つ
い
て
検
討
し
て
お
く
。

表
1
が
示
す
よ
う
に
、
政
治
支
持
（
信
頼
）
の
レ
ベ
ル
に
は
、
普

遍
的
支
持
か
ら
特
定
的
支
持
ま
で
の
幅
が
あ
る
。
も
っ
と
も
普
遍
的

な
政
治
的
支
持
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
支
持
で
、
国
の
誇
り
や
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
と
い
っ
た
感
情
で
あ
り
、
住
む
の
に
も
っ
と
も
よ

い
国
と
い
っ
た
指
標
で
表
さ
れ
る
。
米
国
で
は
こ
の
レ
ベ
ル
の
政
治

的
支
持
は
高
い
。
次
の
レ
ベ
ル
の
政
治
的
支
持
は
、
体
制
に
対
す
る

支
持
で
あ
る
。
体
制
に
対
す
る
支
持
に
は
、
原
則
、
業
績
、
制
度
の

三
つ
の
レ
ベ
ル
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
、
民
主
主
義
は
政
府
の
も
っ
と

も
よ
い
形
態
、
人
権
の
評
価
や
民
主
主
義
的
プ
ロ
セ
ス
へ
の
満
足
、

政
府
業
績
の
判
断
や
政
党
（
シ
ス
テ
ム
）
支
持
と
い
っ
た
評
価
指
標

表1 政治支持（信頼）のレベル

分析のレベル 感情の方向 評価の指標 米国の傾向

普遍的支持

コミュニティ 国の誇り
国のアイデンティティ

住むのに最もよい国 高い（high）

体制
原則 民主主義的価値 民主主義は政府の最も

よい形態
高い（high）

業績 参加の規範
政治的権利

権利の評価
民主主義的プロセスへ
の満足

さまざま（varied）

制度 制度的期待
政党支持
出力への期待

業績判断
制度への信頼
政党システムへの信頼

低下（declining）

オーソリティ 政治的リーダーへの
感情

政党帰属意識

政治家の評価 混合（mixed）

特定的支持

（出所）Norris (1999, 10) と Dalton (1999, 58) を 1 つの表にしたもの。
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で
表
さ
れ
る
。
米
国
で
は
、
民
主
主
義
的
価
値
へ
の
信
頼
は
高
い
が
、
業
績
や
制
度
へ
の
信
頼
は
多
様
だ
っ
た
り
低
下
し
た
り
し
て

い
る
。
も
っ
と
も
特
定
的
な
レ
ベ
ル
の
支
持
は
、
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
へ
の
感
情
や
政
党
帰
属
意
識
等
で
あ
り
、
政
治
家
の
評
価
と
し

て
表
さ
れ
る
。
米
国
で
は
混
合
し
て
い
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
て
、
日
本
で
は
レ
ベ
ル
ご
と
の
政
治
支
持
（
信
頼
）
は
ど
う
だ
ろ
う

か
。

Ⅳ

日
本
の
政
府
不
信
の
特
徴

1

普
遍
的
レ
ベ
ル
と
特
定
的
レ
ベ
ル

あ
ら
か
じ
め
結
論
を
先
取
り
し
て
い
う
と
、
日
本
で
は
、
す
べ
て
の
レ
ベ
ル
で
米
国
よ
り
低
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
、
日
本

人
の
謙
遜
の
美
徳
が
関
係
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
よ
り
本
質
的
に
は
、
日
本
で
は
、
成
熟
し
て
き
た
市
民
の
期
待
に
、

旧
態
依
然
と
し
た
政
府
が
十
分
応
答
し
て
い
な
い
た
め
に
、
政
府
不
信
が
諸
外
国
よ
り
も
高
ま
っ
て
き
て
い
る
と
考
え
る
の
が
自
然

だ
ろ
う
。
以
下
、
主
に
、
世
界
価
値
観
調
査
の
デ
ー
タ
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
日
本
の
政
府
不
信
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。

も
っ
と
も
普
遍
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
レ
ベ
ル
で
は
、
日
の
丸
・
君
が
代
へ
の
複
雑
な
感
情
も
あ
っ
て
不
信
が
高
い
と
い
え
る
。

民
主
主
義
の
原
則
や
価
値
に
対
す
る
信
頼
も
、
世
界
価
値
観
調
査
の
デ
ー
タ
は
比
較
的
低
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
図
1
（
問

52
）
は
、

民
主
主
義
に
は
問
題
も
あ
る
が
、
ど
の
政
治
形
態
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る

に
対
す
る
賛
成
（
強
く
賛
成
＋
賛
成
）
を
ソ
ー

ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
、
確
か
に
六
〇
%
以
上
が
賛
成
な
の
だ
が
、
先
進
国
で
は
最
低
の
数
字
で
あ
り
、
決
し
て
高
い
と
は

い
え
な
い
。
図
2
（
問
50
）
は
、
好
ま
し
い
政
治
制
度
と
し
て

民
主
的
な
政
権

に
好
ま
し
い
（
非
常
に
＋
や
や
）
を
ソ
ー
ト

し
た
も
の
で
あ
る
が
、
図
1
と
同
じ
傾
向
で
あ
り
、
高
い
と
は
い
え
な
い
。
他
の
好
ま
し
い
政
治
制
度
を
み
る
と
、

軍
事
政
権

（
図
は
な
し
）
は
低
く
、

強
力
な
リ
ー
ダ
ー
に
よ
る
政
治
や

テ
ク
ノ
ク
ラ
ー
ト
（
専
門
家
）
が
物
事
を
決
め
て
い
く
政
治
が
比
較

信頼とガバナンスはなぜ必要か

121



的
高
い
。
こ
こ
か
ら
、
日
本
の
民
主
主
義
は
、
エ
リ
ー
ト
へ
の
お
任
せ
民
主
主
義
で
あ
る
と
か
、
傍
観
者
と
し
て
の
観
客
民
主
主
義

で
あ
る
、
日
本
の
市
民
社
会
は
脆
弱
で
あ
る
等
と
揶
揄
さ
れ
る
一
因
に
な
っ
て
い
る
（
ペ
ッ
カ
ネ
ン
、
二
〇
〇
八
‥
神
門
、
二
〇
〇
六

‥
山
口
、
二
〇
〇
四
‥S

c
h
w
artz&

P
h
arr20

0
3;

佐
伯
、
一
九
九
七
等
）。

図
3
（
問
51
）
は
、
自
国
の
民
主
主
義
の
現
状
に
対
す
る
満
足
（
非
常
に
＋
や
や
）
を
ソ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
五
八

カ
国
・
地
域
中
三
九
番
目
で
、
先
進
国
の
な
か
で
は
低
い
。
日
本
よ
り
低
い
先
進
国
・
地
域
は
イ
タ
リ
ア
、
韓
国
、
北
ア
イ
ル
ラ
ン

ド
等
で
あ
る
。
図
4
（
問
49
）
は
、
現
在
の
自
国
の
政
治
制
度
に
対
す
る
悪
い
評
価
（
1
～
3
）
を
ソ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
日

本
は
五
八
カ
国
中
一
五
番
目
に
悪
い
。
日
本
よ
り
悪
い
先
進
国
は
、
韓
国
、
イ
タ
リ
ア
等
で
あ
る
。

図
5
（
問
48
）
は
、
組
織
・
制
度
へ
の
信
頼
、
行
政

と
政
府

を
ソ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
と
も
に
日
本
は
先
進
国
の
な
か

で
は
最
低
に
近
い
。
図
6
（
問
48
）
は
、
組
織
・
制
度
へ
の
信
頼
、
行
政
の
経
年
変
化

を
表
し
て
い
る
。
一
九
八
〇
年
以
降
、
少

し
ず
つ
で
は
あ
る
が
、
各
国
の
行
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
が
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
（
日
本
は
横
ば
い
）。

図
7
は
、
内
閣
府
に
よ
る
世
論
調
査
で
、
国
の
政
策
へ
の
民
意
の
反
映
程
度
の
推
移
を
見
た
も
の
で
あ
る
。
ま
ず
、

か
な
り
反

映
さ
れ
て
い
る

と

わ
か
ら
な
い

と
い
う
答
え
が
明
確
に
減
っ
て
、
全
体
と
し
て
、

反
映
さ
れ
て
い
る

（
か
な
り
＋
あ
る
程

度
）
が
減
り
、

反
映
さ
れ
て
い
な
い

（
あ
ま
り
＋
ほ
と
ん
ど
）
が
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

反
映
さ
れ
て
い
る

が

急
に
減
り

ほ
と
ん
ど
反
映
さ
れ
て
い
な
い

が
増
え
て
い
る
の
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。

P
h
arr(2000)

が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
九
〇
年
代
半
ば
以
降
は
官
僚
（
制
）
の
不
祥
事
が
頻
発
し
た
時
期
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇

〇
〇
年
代
半
ば
以
降
の
最
近
は
、

反
映
さ
れ
て
い
る

が
や
や
増
え
て
い
る
も
の
の
、

あ
ま
り
反
映
さ
れ
て
い
な
い

も
依
然
と

し
て
過
半
数
を
超
え
て
増
え
て
き
て
い
る
状
況
に
あ
る
。
全
体
と
し
て
、
政
策
へ
の
民
意
反
映
度
が
改
善
さ
れ
て
い
る
と
は
い
い
に

く
い
。

も
っ
と
も
特
定
的
な
支
持
に
当
た
る
図
8
（
問
54
）
は
、

国
の
公
職
に
つ
い
て
い
る
人
た
ち
の
働
き
ぶ
り
へ
の
満
足
度

に
対
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す
る
満
足
（
非
常
に
＋
か
な
り
）
を
ソ
ー
ト
し
た
も
の
で
あ
る
。
日
本
は
突
出
し
て
最
低
（
満
足
し
て
い
る
の
は
数
%
）
で
あ
る
。

表
2
は
、
情
報
源
の
信
頼
度
ラ
ン
キ
ン
グ
の
変
化
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
新
聞
や
テ
レ
ビ
等
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
高
信

頼
と
地
方
自
治
体
や
国
あ
る
い
は
政
党
の
低
信
頼
が
好
対
照
で
あ
る
。
ま
た
、
社
会
保
険
庁
（
厚
生
労
働
省
）
や

N
H
K

な
ど
不
祥

事
を
起
こ
し
た
情
報
源
に
対
す
る
信
頼
度
は
す
ぐ
に
低
く
な
る
が
、
経
営
改
革
等
の
成
果
も
比
較
的
早
期
に
現
れ
る
（

N
H
K放
送

文
化
研
究
所
、
二
〇
〇
四
、
二
〇
〇
六
）
よ
う
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
短
期
的
に
は
不
祥
事
や
改
革
が
そ
の
組
織
の
不
信
や
信
頼
に
影
響

す
る
が
、
長
期
的
に
は
政
府
部
門
に
対
す
る
不
信
は
継
続
し
て
い
る
と
い
え
る
。

2

政
治
的
関
心
と
発
言
権

図
9
（
問
40
）
は
、
政
治
へ
の
関
心
度
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
あ
る
。
日
本
人
の
政
治
的
関
心
度
は
高
い
。
米
国
よ
り
低
い
が
ド
イ
ツ

よ
り
高
い
位
置
に
あ
る
。
ま
た
、
図
10
（
問
35
）
は
、
政
治
で
最
重
要
な
も
の
を
聞
い
た
も
の
で
あ
る
。
何
と
日
本
は
、

も
っ
と

国
民
に
発
言
権
を
与
え
る

と
い
う
回
答
が
三
〇
カ
国
中
も
っ
と
も
多
か
っ
た
。
図
7
の
政
策
に
対
す
る
民
意
反
映
の
程
度
の
数
字

と
合
わ
せ
て
考
え
る
と
、
日
本
人
は
、
政
治
に
関
心
が
あ
り
、
発
言
権
を
最
重
要
課
題
と
考
え
て
い
る
の
に
、
政
府
は
市
民
に
ま
っ

た
く
応
答
し
て
い
な
い
、
と
感
じ
て
お
り
、
政
治
的
有
効
性
感
覚
が
低
く
な
っ
て
い
る
と
い
え
る
。

3

都
市
住
民
・
若
者
世
代
・
高
学
歴
層

政
府
を
信
頼
し
な
く
な
っ
た
の
は
ど
ん
な
市
民
だ
ろ
う
か
。
フ
ァ
ー
（
二
〇
〇
二
‥
三
二
七
）
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
か
ら
、

戦
後
日
本
政
治
に
不
満
を
も
っ
と
も
募
ら
せ
た
の
は
、
都
市
住
民
、
高
学
歴
層
、
若
年
層
で
あ
る
と
論
じ
る
。
ま
た
、D

al‑
to
n(2005)

は
、
国
政
選
挙
（
日
本
はJ

E
S

）
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
政
治
不
信
を
も
っ
と
も
増
大
さ
せ
た
の
は
高
学
歴
層
で
あ
る
と

す
る
。
行
政
不
信
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。V

a
n
d
e
W
alle(2006)

は
、
一
九
九
九
～
二
〇
〇
〇
世
界
価
値
観
調
査
デ
ー
タ
を
用
い
て
、

信頼とガバナンスはなぜ必要か
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日
本
の
行
政
不
信
を
も
っ
と
も
増
大
さ
せ
た
の
は
若
年
層
で
あ
る
と
分
析
し
て

い
る
。
内
閣
府
世
論
調
査
の
図
11
が
示
す
よ
う
に
、
国
の
政
策
に
民
意
が
反
映

さ
れ
て
い
な
い
と
感
じ
て
い
る
の
は
若
年
層
で
あ
る
。
都
市
部
の
高
学
歴
の
若

年
層
は
、
無
党
派
層
と
も
重
な
る
。
政
党
や
行
政
あ
る
い
は
関
係
業
界
等
の
既

得
権
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
大
山
、
一
九
九
六
）
か
ら
一
定
の
距
離
を
置
い
た
生
活

者
た
ち
で
あ
る
。

Ⅴ

政
府
不
信
の
要
因

1

エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
と
参
加
民
主
主
義

問
題
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
政
府
や
行
政
へ
の
不
信
増
大
の
要
因
で
あ
る
。

新
川
達
郎
（
二
〇
〇
六
‥
九
│
一
二
）
は
、
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
的
な
性
善

説
的
な
政
府
観
に
立
つ
の
か
、
そ
れ
と
も
参
加
民
主
主
義
論
的
な
性
悪
説
的
な

政
府
観
に
立
つ
の
か
に
よ
っ
て
、
ア
プ
ロ
ー
チ
の
仕
方
が
ま
っ
た
く
異
な
る
と

い
う
重
要
な
指
摘
を
し
て
い
る
。

や
や
図
式
化
し
て
い
う
な
ら
ば
、
エ
リ
ー
ト
民
主
主
義
論
的
な
性
善
説
的
な

政
府
観
に
お
い
て
は
、
政
府
の
不
祥
事
や
業
績
等
の
信
頼
さ
れ
る
側
の
政
府
の

信
頼
性
と
い
っ
た
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
短
期
で
特
殊
的
な
要
因
を
重
視
す
る

傾
向
が
あ
り
、
行
政
責
任
論
的
に
は
政
府
自
身
に
よ
る
内
部
統
制
を
重
視
す
る

反映されている（小計） 反映されていない（小計） わからない
図 11　国の政策への民意の反映程度（年齢別）

（出所）内閣府世論調査。
20～29 歳 30～39 歳 40～49 歳 50～59 歳 60～69 歳 70歳以上

100％
　

80％
　

60％
　

40％
　

20％
　
0％
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議
論
に
近
づ
く
だ
ろ
う
。
政
府
寄
り
の
視
点
と
い
る
。
だ
が
、
参
加
民
主
主
義
論
的
な
性
悪
説
的
な
政
府
観
に
立
つ
と
、
信
頼
す
る

側
の
市
民
の
社
会
的
属
性
と
い
っ
た
、
よ
り
長
期
的
で
普
遍
的
な
要
因
を
重
視
す
る
こ
と
に
な
り
、
行
政
責
任
論
的
に
は
、
針
千
本

マ
シ
ン
や
、
市
民
に
よ
る
監
視
強
化
等
の
外
部
統
制
や
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
重
視
す
る
議
論
に
近
づ
く
こ
と
に
な
ろ
う
（Blin

d20
06

）。

市
民
寄
り
の
視
点
と
い
え
る
。

問
題
な
の
は
、
後
者
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
強
化
す
る
こ
と
が
、
前
者
の
政
府
の
効
率
性
を
損
な
っ
て
し
ま
う
点
で
あ
る
。
よ
い
ガ
バ

ナ
ン
ス
は
政
府
の
効
率
性
を
低
下
さ
せ
う
る
。
こ
こ
に
政
府
が
市
民
に
信
頼
を
求
め
る
理
由
が
あ
る
。
つ
ま
り
、
市
民
が
政
府
を
信

頼
し
て
く
れ
れ
ば
、
政
府
は
市
民
の
信
頼
に
応
え
る
か
応
え
な
い
か
の
自
由
裁
量
を
得
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
は
効
率
的
な
行

政
を
可
能
に
す
る
。
こ
う
し
て
課
題
は
、
自
由
裁
量
や
効
率
性
を
与
え
つ
つ
、
い
か
に
市
民
を
裏
切
ら
な
い
行
政
を
実
現
す
る
か
、

に
な
る
。
ま
ず
は
行
政
に
や
ら
せ
て
み
る
が
、
そ
の
結
果
に
つ
い
て
監
視
・
評
価
し
、
説
明
責
任
を
求
め
る
仕
組
み
が
必
要
だ
ろ
う

）
。

2

信
頼
（
性
）
向
上
の
意
味

こ
こ
で
改
め
て
、
信
頼
あ
る
い
は
信
頼
性
の
確
保
・
向
上
の
意
味
を
確
認
し
て
お
こ
う
。
表
3
は
、

A
が

信
頼
し
（
た
り
し
な
か
っ
た
り
）、

B
が
応
え
（
た
り
応
え
な
か
っ
た
り
す
）
る
二
人
の
信
頼
ゲ
ー
ム
の
誘
因
構

造
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
市
場
の
失
敗
や
軍
拡
ゲ
ー
ム
等
で
語
ら
れ
る
基
本
的
な
ゲ
ー
ム
の
誘
因
構
造
と

同
じ
で
あ
る
。

一
見
し
て
、
信
頼
し
応
え
る
関
係
が
社
会
的
に
最
大
の
利
益
（

1
＋
1
=
2

）
を
も
た
ら
す
こ
と
が
明
ら
か

で
あ
る
。
し
か
し
、
お
互
い
に
自
分
だ
け
が
得
を
し
た
い
（

2
－
1
=
1

）、
あ
る
い
は
信
頼
し
て
も
裏
切
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
（－1

＋
2
=
1

）
と
い
う
合
理
性
や
不
信
感
か
ら
、
結
局
の
と
こ
ろ
、
信
頼
し
な
い
し
応

え
な
い
と
い
う
現
状
維
持
（

0
＋
0
=
0

）
に
落
ち
着
い
て
し
ま
う
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
、
信
頼
性
と
は
、
信

表3 信頼ゲームの誘因構造

A B 応える 応えない

信頼する （1，1） （－1，2 )

信頼しない （2，－1） （0，0）
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頼
に
値
す
る
行
動
（
応
答
）
の
可
能
性
の
こ
と
で
あ
り
、
信
頼
と
は
、
信
頼
性
の
評
価
を
意
味
し
て
お
り
、
裏
切
ら
れ
る
か
も
し
れ

な
い
リ
ス
ク
を
取
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

市
民
と
政
府
の
信
頼
ゲ
ー
ム
に
お
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
な
る
。
市
民
に
と
っ
て
は
、
信
頼
し
な
い
が
期
待
に
応
え
て
く
れ
る
政

府
が
最
善
だ
が
、
実
現
可
能
性
は
低
い
。
し
た
が
っ
て
、
市
民
に
と
っ
て
政
府
を
信
頼
す
る
こ
と
は
、
リ
ス
ク
が
大
き
く
利
益
は
少

な
い
こ
と
に
な
る
。
逆
に
、
政
府
に
と
っ
て
市
民
か
ら
信
頼
さ
れ
る
利
益
は
大
き
い
。
信
頼
に
応
答
す
る
か
ど
う
か
の
裁
量
権
を
得

る
た
め
で
あ
る
。
自
由
裁
量
を
も
つ
行
政
は
、
政
策
を
効
率
的
に
実
現
で
き
る
が
、
市
民
の
利
益
よ
り
行
政
の
利
益
を
優
先
し
う
る
。

3

代
理
人
を
信
頼
す
る
よ
り
代
理
人
に
安
心
（
保
証
と
責
任
）
を
求
め
る

さ
ら
に
重
要
な
こ
と
は
、
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
場
合
に
は
信
頼
よ
り
安
心
が
好
ま
し
い
点
で
あ
る
。
市
民
と
政
府
の
関
係
は
本

人
と
代
理
人
の
関
係
で
あ
る
。
代
理
人
に
は
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
問
題
が
つ
き
ま
と
う
。
つ
ま
り
、
代
理
人
の
信
頼
性
情
報
が
本
人
に
は

不
足
し
て
い
る
の
で
、
代
理
人
は
本
人
の
信
頼
に
応
答
し
な
い
（
裏
切
る
）
誘
因
を
も
つ
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
レ
モ
ン
（
故
障
の

あ
る
中
古
車
）
市
場
に
お
け
る
消
費
者
と
業
者
の
関
係
と
同
じ
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
消
費
者
は
、
業
者
を
信
頼
す
る
よ
り
も
、
購

入
し
て
故
障
し
た
ら
無
償
修
理
す
る
等
の
保
証
を
業
者
に
求
め
る
こ
と
が
好
ま
し
い
。
保
証
を
つ
け
て
も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
安
心

が
得
ら
れ
る
た
め
で
あ
る
。
情
報
ギ
ャ
ッ
プ
下
に
あ
る
市
民
も
、
政
府
を
信
頼
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
期
待
に
応
え
て
く
れ

な
か
っ
た
り
裏
切
ら
れ
た
り
し
た
ら
、
政
府
に
保
証
し
て
も
ら
う
、
つ
ま
り
責
任
を
取
っ
て
も
ら
う
等
に
よ
っ
て
安
心
を
求
め
る
方

が
好
ま
し
い
。
政
治
家
に
は
選
挙
が
あ
る
が
、
官
僚
に
は
な
い
。
そ
こ
で
、
選
挙
に
変
わ
る
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
具
体
的
な
仕
組
み
が
問

題
に
な
る
。
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Ⅵ

信
頼
と
ガ
バ
ナ
ン
ス
を
確
保
・
向
上
さ
せ
る
若
干
の
方
策

い
か
に
、
行
政
に
自
由
を
与
え
つ
つ
、
行
政
に
よ
る
市
民
の
搾
取
を
阻
止
す
る
か
。
こ
れ
は
、
い
か
に
、
行
政
自
ら
に
針
千
本
マ

シ
ン
を
着
さ
せ
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
行
政
研
修
等
で
専
門
職
業
倫
理
を
徹
底
す
る
こ
と
は
必
要
だ
が
、
そ
れ
だ

け
で
は
十
分
で
な
い
。
行
政
を
信
頼
し
て
一
定
の
効
率
性
を
与
え
る

）
な
ら
ば
、
プ
ロ
セ
ス
規
制
よ
り
も
結
果
責
任
を
問
う
こ
と
を
重

視
す
る
よ
う
な
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
好
ま
し
い
だ
ろ
う
。
財
務
諸
表
、
発
生
主
義
会
計
、
政
策
評
価
、
成
果
主
義
、
中
途
採
用
（
政
治
任

用
）、
地
方
分
権
、
情
報
公
開
（
透
明
性
）、
行
政
手
続
き
等
す
で
に
実
現
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
さ
ら
に
一
層
の
推
進
を
図
る

こ
と
が
必
要
だ
ろ
う
。

先
に
、
政
府
へ
の
信
頼
は
、
政
府
の
業
績
を
市
民
の
期
待
で
割
っ
た
も
の
で
あ
る
と
述
べ
た
。
も
し
こ
の
図
式
が
正
し
い
と
す
れ

ば
、
政
府
へ
の
信
頼
を
高
め
る
に
は
、
政
府
の
業
績
を
向
上
さ
せ
る
か
、
市
民
の
政
府
に
対
す
る
期
待
水
準
を
下
げ
る
か
、
ど
ち
ら

か
に
な
る
。
政
府
の
業
績
向
上
は
、V

a
n
d
e
W
alle

et
al(2007)

が
政
府
へ
の
信
頼
を
増
す
こ
と
を
実
証
し
て
い
る

）
。
他
方
で
、

市
民
の
政
府
に
対
す
る
期
待
水
準
を
下
げ
る
方
法
も
考
え
ら
れ
る
。
世
界
価
値
観
調
査
の
デ
ー
タ
に
よ
る
と
、
図
12
（
問
44
）
が
示

す
よ
う
に
、
日
本
で
は
、
福
祉
や
暮
ら
し
向
き
に
つ
い
て
、
政
府
の
責
任
に
対
す
る
期
待
が
個
人
の
責
任
の
そ
れ
の
二
倍
以
上
も
高

い
。
国
際
的
に
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
に
次
ぐ
ほ
ど
高
い
水
準
で
あ
る
。
同
様
に
、
図
13
（
問
46
）
で
は
、
税
負
担
は
大
き
い
が
福
祉
な

ど
が
充
実
し
た
社
会
を
、
福
祉
な
ど
最
小
限
に
絞
り
税
負
担
の
少
な
い
社
会
よ
り
遙
か
に
多
く
望
ん
で
い
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
比
較
対
象
と
さ
れ
た
国
が
少
な
い
な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
新
た
な
デ
ー
タ
を
含
め
て
、
日
本
人
が
本
当
に
ス
ウ

ェ
ー
デ
ン
の
よ
う
な
高
福
祉
高
負
担
の
社
会
を
望
ん
で
い
る
の
か
さ
ら
に
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
（
山
口
・
宮
本
、
二
〇
〇
八
‥
橘
木

編
、
二
〇
〇
七
）。
だ
が
、
こ
れ
ら
の
デ
ー
タ
は
、
日
本
人
の
政
府
や
行
政
へ
の
期
待
の
高
さ
を
明
確
に
示
し
て
い
る
（
小
林
哲
郎
、

二
〇
〇
七
）。
た
だ
し
、
政
府
へ
の
高
い
期
待
は
、
政
府
が
（
意
図
的
ま
た
は
能
力
的
に
）
応
答
し
な
け
れ
ば
、
容
易
に
政
府
不
信
に
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つ
な
が
る
。
も
し
政
府
へ
の
信
頼
を
高
め
た
け
れ
ば
、
市
民
も
政
府
に
あ
ま
り
期
待
し
な
い
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る

）
。

（
1
）

本
稿
は
、
二
〇
〇
八
年
一
〇
月
一
二
日
に
関
西
学
院
大
学
で
行
わ
れ
た
日
本
政
治
学
会
分
科
会

E2

政
治
・
行
政
不
信
を
ど
う
す

る
か

に
提
出
し
た
拙
論
文
に
最
低
限
の
修
正
を
加
え
た
も
の
で
あ
る
。
分
科
会
の
参
加
者
か
ら
厳
し
い
ご
批
判
や
有
益
な
コ
メ
ン
ト
を

い
た
だ
い
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

（
2
）

質
問
文
の
翻
訳
や
、
質
問
方
法
の
多
様
性
や
杜
撰
さ
、
権
威
主
義
体
制
の
諸
国
に
お
け
る
回
答
の
不
自
由
性
等
の
問
題
が
あ
る
も
の

の
、
世
界
価
値
観
調
査
や
各
地
域
の
バ
ロ
メ
ー
タ
等
の
世
論
調
査
デ
ー
タ
は
、
信
頼
等
と
い
っ
た
意
識
を
国
際
比
較
す
る
際
に
は
比
較
的

信
頼
で
き
る
デ
ー
タ
で
あ
る
。
本
稿
で
は
、
各
質
問
ご
と
に
回
答
を
ソ
ー
ト
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
日
本
の
位
置
（
順
位
）
を
見
て
ゆ
く
。

（
3
）

電
通
総
研
・
日
本
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー
編
（
二
〇
〇
四
）
に
お
け
る
質
問
の
番
号
を
（

）
に
記
す
。
以
下
同
じ
。

（
4
）

た
だ
し
、
日
本
を
対
象
と
し
た
最
新
の
世
界
価
値
観
調
査
は
二
〇
〇
〇
年
で
あ
り
、
そ
の
後
の
状
況
は
異
な
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

る
。

（
5
）

こ
れ
に
は
、
従
来
は
高
か
っ
た
韓
国
の
行
政
信
頼
が
、
近
年
、
急
激
に
低
下
し
て
い
る
こ
と
が
効
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

V
a
n
d
e

W
alle

et
al(2

0
0
8)

やV
a
n
d
e

W
all(20

0
4)

は
、
各
国
の
行
政
に
対
す
る
市
民
の
信
頼
は
一
律
に
低
下
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
く
、
も
っ
と
多
様
で
あ
る
と
主
張
し
て
い
る
。

（
6
）V

a
n
d
e

W
alle

et
al(2

0
0
7:1

1
3
2
‐1
1
33)

は
、
欧
州
中
央
銀
行
（

E
C
B）
の
公
共
部
門
の
業
績
知
覚
デ
ー
タ
と
ユ
ー
ロ
・
バ
ロ

メ
ー
タ
の
行
政
信
頼
デ
ー
タ
を
用
い
て
、
両
者
の
相
関
が
〇
・
八
八
と
高
い
こ
と
を
実
証
し
た
。

（
7
）

針
千
本
マ
シ
ン
は
、
山
岸
俊
男
（
一
九
九
八
）
に
出
て
く
る
仮
想
の
誘
因
マ
シ
ン
で
あ
る
。
こ
の
マ
シ
ン
を
身
に
つ
け
た
官
僚
は
、

市
民
に
嘘
を
つ
い
た
ら
（
信
頼
を
裏
切
っ
た
ら
）、
の
ど
に
針
千
本
が
自
動
的
に
突
き
刺
さ
る
こ
と
に
な
る
。

（
8
）

ナ
イ
た
ち
（
二
〇
〇
二
）
の
分
析
は
、
業
績
や
介
入
範
囲
等
と
い
っ
た
政
府
側
の
要
因
よ
り
も
、
脱
物
質
主
義
的
価
値
観
（
イ
ン
グ

ル
ハ
ー
ト
、
一
九
七
八
‥In

gle
h
art1

9
99

）
や

I
T化
・
グ
ロ
ー
バ
ル
化
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
批
判
的
態
度
や
市
民
の
成
熟
（N

or‑
ris2

0
0
0,

1
9
9
9

）
等
と
い
っ
た
市
民
側
の
要
因
を
重
視
し
て
い
る
と
い
え
る
。

（
9
）

た
と
え
ば
政
策
評
価
の
仕
事
が
新
た
に
加
わ
っ
た
こ
と
は
、
行
政
の
効
率
性
を
明
ら
か
に
損
な
っ
た
だ
ろ
う
が
、
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
向

上
し
た
と
い
え
る
。
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（
10
）

人
事
の
い
わ
ゆ
る
三
層
構
造
の
た
め
に
、
社
会
保
険
庁
の
年
金
記
録
問
題
に
お
け
る
責
任
が
不
明
確
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
明

ら
か
に
さ
れ
た
（
総
務
省
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
、
二
〇
〇
七
‥
田
中
、
二
〇
〇
五
）。
人
事
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
が
機
能
し
な
か
っ
た

こ
と
に
な
る
。

（
11
）

逆
に
、
行
政
が
市
民
・
メ
デ
ィ
ア
・

N
P
O等
を
信
頼
せ
ず
市
民
参
加
（pu

blic
in

v
olv

e
m
e
nt

）
に
積
極
的
で
な
い
と
、
か
え

っ
て
行
政
の
業
績
が
損
な
わ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
研
究
が
あ
る
（Ya

n
g2
0
05

）。

（
12
）

O
E
C
D

(2
0
0
8;

2
0
0
7)

は
、
一
目
で
わ
か
る
（
図
表
で
見
る
）
政
府
（go

v
er
n
m
e
nt

at
a
gla

n
ce

）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め

て
お
り
、
二
〇
〇
九
年
後
半
に
は
公
開
す
る
予
定
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
が
公
開
さ
れ
る
と
、
デ
ー
タ
の
信
頼
性
の
問
題
は
あ
る
も
の
の
、

政
府
業
績
を
国
際
比
較
す
る
こ
と
が
市
民
に
容
易
と
な
り
、
政
府
へ
の
市
民
の
信
頼
に
も
そ
れ
な
り
の
影
響
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
13
）

こ
の
こ
と
は
、
お
任
せ
民
主
主
義
や
観
客
民
主
主
義
か
ら
脱
却
す
る
一
つ
の
条
件
で
も
あ
る
。
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〇
四
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六
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友
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画
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総
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、
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ル
ー
マ
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ニ
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、
一
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、

信
頼
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会
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、
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書
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村
松
岐
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、
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一
、
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学
教
科
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（
第
2
版
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有
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N
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K
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本
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│
│
│
、
二
〇
〇
四
、

現
代
日
本
人
の
意
識
構
造
［
第
六
版
］

N
H
Kブ
ッ
ク
ス
、
七
一
│
一
一
四
。

新
川
達
郎
、
二
〇
〇
六
、

信
頼

の
構
図
│
│
政
府
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
観
点
か
ら

田
中
一
昭
・
岡
田
彰
編
著

信
頼
の
ガ
バ
ナ
ン
ス

│
│
国
民
の
信
頼
は
ど
う
す
れ
ば
獲
得
で
き
る
の
か

ぎ
ょ
う
せ
い
、
三
│
三
〇
。
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〇
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│
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│
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五
│
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大
山
耕
輔
、
二
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〇
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信
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と
ガ
バ
ナ
ン
ス
は
な
ぜ
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要
か
│
│
政
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と
市
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ら

総
務
省
大
臣
官
房
企
画
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行
政
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性
確
保
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方
策
に
関
す
る
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書

（
平
成
一
九
年
度
）、
一
七
│
五
七
。

│
│
│
、
二
〇
〇
七
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│
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│
一
五
三
。

信頼とガバナンスはなぜ必要か

131



│
│
│
、
二
〇
〇
二
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
行
政
学

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

│
│
│
、
一
九
九
六
、

行
政
指
導
の
政
治
経
済
学
│
│
産
業
政
策
の
形
成
と
実
施

有
斐
閣
。

ペ
ッ
カ
ネ
ン
、
ロ
バ
ー
ト
、
二
〇
〇
八
、

日
本
に
お
け
る
市
民
社
会
の
二
重
構
造
│
│
政
策
提
言
な
き
メ
ン
バ
ー
た
ち

佐
々
木
博
教
訳
、

木
鐸
社
。

P
h
arr,

S
u
sa

n
J.,
20
0
0,

O
fficials'

M
isco

n
d
u
ct

a
n
d
P
u
blic

D
istr

u
st:

Ja
p
a
n
a
n
d
th

e
T
rilateral

D
e
m
ocracies,"

in
S
u‑

sa
n
J.

P
h
arr

a
n
d

R
o
b
ert

D.
P
utn

a
m

e
ds.,

‑
P
rin

ceto
n
U
niv

ersity
P
ress,

1
73
‐2
0
1.

フ
ァ
ー
、
ス
ー
ザ
ン
・

J、
二
〇
〇
二
、

日
本
に
お
け
る
国
民
の
信
頼
と
民
主
主
義

ジ
ョ
セ
フ
・

S・
ナ
イ
・
Jr
ほ
か
編

な
ぜ
政
府

は
信
頼
さ
れ
な
い
の
か

嶋
本
恵
美
訳
、
英
知
出
版
、
三
二
一
│
三
四
〇
。

佐
伯
啓
思
、
一
九
九
七
、

市
民

と
は
誰
か

P
H
P研
究
所
。

S
c
h
w
artz,

F
ra

n
k
J.

a
n
d
S
u
sa

n
J.

P
h
arr,

e
ds.,

20
03,

,
C
a
m
brid

g
e

U
niv

ersity

P
ress.

総
務
省
大
臣
官
房
企
画
課
、
二
〇
〇
六
│
七
、

行
政
の
信
頼
性
確
保
、
向
上
方
策
に
関
す
る
調
査
研
究
報
告
書

（
平
成
一
七
│
八
年
度
）。

総
務
省
年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
、
二
〇
〇
七
、

年
金
記
録
問
題
検
証
委
員
会
報
告
書

一
〇
月
（http://

w
w
w.
so

u
m
u.
g
o.
jp/

s‐
n
e
w
s/2
0
0
7/0

7
1
0
31

＿
3.

ht
m
l,

二
〇
〇
七
年
一
一
月
九
日
ア
ク
セ
ス
）。

曽
根
泰
教
・
大
山
耕
輔
、
共
編
著
、
二
〇
〇
八
、

日
本
の
民
主
主
義
│
│
変
わ
る
政
治
・
変
わ
る
政
治
学

慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
。

橘
木
俊
詔
編
、
二
〇
〇
七
、

政
府
の
大
き
さ
と
社
会
保
障
制
度
│
│
国
民
の
受
益
・
負
担
か
ら
み
た
分
析
と
提
言

東
京
大
学
出
版
会
。

田
中
愛
治
、
二
〇
〇
五
、

年
金
問
題
を
め
ぐ
る
国
民
意
識
と
世
代
間
格
差

北
岡
伸
一
・
田
中
愛
治
編

年
金
改
革
の
政
治
経
済
学
│
│

世
代
間
格
差
を
超
え
て

東
洋
経
済
新
報
社
、
六
七
│
一
一
八
。

│
│
│
、
一
九
九
六
、

国
民
意
識
に
お
け
る

五
五
年
体
制

の
変
容
と
崩
壊
│
│
政
党
編
成
崩
壊
と
シ
ス
テ
ム
・
サ
ポ
ー
ト
の
継
続
と

変
化

日
本
政
治
学
会
編

年
報
政
治
学19

9
6

五
五
年
体
制
の
崩
壊

岩
波
書
店
、
三
一
│
六
六
。

田
中
一
昭
・
岡
田
彰
、
二
〇
〇
六
、

信
頼
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
│
│
国
民
の
信
頼
は
ど
う
す
れ
ば
獲
得
で
き
る
の
か

ぎ
ょ
う
せ
い
。

V
a
n
d
e

W
alle,

Ste
v
e
n,
2
00
8,

C
o
m
p
arin

g
th

e
P
erfor

m
a
n
ce

of
N
atio

n
al

P
u
blic

S
ectors:

C
o
n
ce

ptu
al

P
ro

ble
m
s,"

in

法学研究 82 巻 2 号（2009 : 2）

132



,
5
7(4):

3
2
9
‐
33
8.

―
―
―
,
2
0
06,

D
eter

m
in
a
nts

of
C
o
nfid

e
n
ce

in
th

e
Civil

S
ervice:

a
n
Inter

n
atio

n
al

C
o
m
p
ariso

n
of6

2
S
ocieties,"

p
a
p
er

prese
nte

d
at

th
e2
00
6

I
P
M
N

C
o
nfere

n
ce

o
n

P
u
blic

M
a
n
a
g
e
m
e
nt

a
n
d
Civic

C
ultu

re
in28

‐
3
0

J
u
n
e

2
0
0
6

St.
G
alle

n,
S
w
itzerla

n
d.

―
―
―
,
2
00
4,

P
erce

ptio
n
s
of

A
d
m
inistrativ

e
P
erfor

m
a
n
ce:

T
h
e
K
e
y
to

T
r
u
st

in
G
o
v
er
n
m
e
nt?

”
D
octoral

D
is‑

sertatio
n,

L
e
u
v
e
n:

F
ac

ulty
of

S
ocial

S
cie

n
ces,

K
ath

olie
k
e

U
niv

ersiteit
L
e
u
v
e
n,

http://
p
ers

w
w
w.

k
ule

u‑
v
e
n.
b
e/
～

u0
0
2
5
6
31/

d
octora

at.
ht

m,

二
〇
〇
八
年
二
月
二
一
日
ア
ク
セ
ス
。

V
a
n
d
e

W
alle,

Ste
v
e
n,

a
n
d
G
eert

B
o
u
c
k
a
ert,

2
00
7,

P
ece

ptio
n
s
of

P
ro

d
u
ctivity

a
n
d
P
erfor

m
a
n
ce

in
E
u
ro

p
e
a
n
d

th
e
U
nite

d
States,"

,
3
0(1

1):
1
1
2
3
‐1
1
40.

V
a
n
d
e

W
alle,

Ste
v
e
n,

Ste
v
e
n
V
a
n
R
o
osbro

e
k
a
n
d
G
eert

B
o
u
c
k
aert,

2
0
0
8,

T
r
u
st

in
th

e
P
u
blic

S
ector:

Is
T
h
ere

A
n
y
E
vid

e
n
ce

for
a
L
o
n
g‐
ter

m
D
eclin

e?
”

in
,
7
4(1):

47‐
64.

山
岸
俊
男
、
二
〇
〇
六
、

資
料
一

第
四
回
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会
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要
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信
頼
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築
と
リ
ス
ク
テ
イ
キ
ン
グ

総
務
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大
臣
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房
企
画
課

行
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の
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頼
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方
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調
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報
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│
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テ
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的
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よ
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回
答
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図
2　
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政
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度
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D
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的
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答
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図
2　
好
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い
政
治
制
度
（
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）
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な
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に
よ
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政
治
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い
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や
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い
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に
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無
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答
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